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✓安保３文書改訂を見据えつつも、中長期的視点で提言
✓未完の項目等は継続提言
✓運用者の視点及び隊員視点の提言に重点
✓「軍事組織への変革」を念頭に提言

令和８年度 政策提言書作成の考え方

継続性

・防衛力整備計画最終年度に向けて
・統合作戦司令部設置２年目
・宇宙機能の拡大
・処遇改善の前進
・中国近代化加速の2027年に向けて

国家安全保障戦略等の改訂
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１ 憲法の改正
（１）国の防衛及び国軍保有の明確化
（２）軍事司法制度の整備
（３）緊急事態条項の整備

２ 安全保障政策の見直し
（１）軍事組織への変革／隊員の名誉と誇りのために
（２）防衛法制等の見直し

３ 防衛力の更なる強化
（１）統合運用の強化
（２）戦力組成の転換
（３）新領域及び新たな戦いにおける能力向上
（４）情報機能の強化
（５）スタンドオフ防衛能力の実効性向上
（６）継戦能力の強化

令和８年度政策提言項目

４ 人的施策改革
（１）65歳雇用の制度化
（２）入隊後の優遇措置
（３）退職後の安定した生活保証
（４）民間委託の拡大
（５）勤務形態の多様化
（６）予備戦力の拡充
（７）海外訓練における保険料の公費負担

５ 防衛生産・技術基盤の強化等
（１）防衛産業戦略の策定
（２）関係団体の在り方検討

６ 日米同盟の進化
（１）拡大抑止の実効性向上
（２）日米共同作戦の実効性向上

７ 国際間協力の推進
（１）２国間及び多国間協力の深化
（２）台湾との関係構築
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主な提言と要旨（１）

➣憲法の改正
自衛隊や自衛官の存在意義に直結する根源的課題であり、提言の柱

✓国の防衛及び国軍保有の明確化
・ 憲法第９条第２項の削除
・ 自衛権の行使、国軍保有の明記

✓軍事司法制度の整備
一般司法制度の下に軍事司法制度を整備

✓ 緊急事態条項の整備
・ 手続きの簡素化
・ 法の適用除外の具体化
・ 業務従事等の義務、罰則規定

曖昧性の解消

民主的・軍事的な組織管理

各種事態への実効的対応
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主な提言と要旨（２）
➣安全保障政策の見直し
憲法改正に併せて、法改正、制度見直し、運用改善等を提言

✓ 軍事組織への変革／隊員の名誉と誇りのために
・ 組織・自衛官の位置づけの明確化
・ 組織名称の変更
・ 「准将」の新設

・ 天皇陛下拝謁の再開

・ 慰霊・顕彰制度の構築

・ 退官者の有効活用と処遇等の見直し

✓防衛法制等の見直し
・１項・２項地域の区分廃止及び業務従事の拡大
・ 適用除外・特例関係法令の再整備
・ 警戒監視の本来任務化

国際活動・交流、指揮統制等への反映

名誉と誇りを惹起

慰霊追悼施設、補償、家族支援等

現役との連携強化、公的行事への招待、
葬送儀礼の充実、制服の着用等

国際標準化
自衛官の矜持
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主な提言と要旨（３）

➣防衛力の更なる強化
戦略環境の変化や中国軍の近代化等を見据えて強化

✓統合運用の強化
・ 統合運用指針等の明示と徹底
・ 統合教育の拡充
・ 太平洋正面における防衛体制の整備
・ 教訓活用体制・態勢の強化

✓新領域及び新たな戦いにおける能力向上
・ 宇宙領域作戦能力の向上
・ サイバー能力の向上
・ 無人アセットの運用拡大
・ 無人アセットへの対処能力の構築
・ AIの積極的活用

- 作戦基盤の整備、強化（港湾、空港）
- アセットの配置（センサー、戦闘機等）
- 陸海空の連携行動

- 運用拡大と信頼性、安全性の確保
- 現行法令の解釈や内容の見直し

第２列島線への備え

新たな戦い方への対応

平素における妨害、破壊の仕組み作り
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主な提言と要旨（４）
➣ 防衛力の更なる強化
戦略環境の変化や中国軍の近代化等を見据えて強化

✓戦力組成の転換
自衛隊の体制見直し

✓情報機能の強化
情報本部の変革

✓ スタンドオフ防衛能力の実効性向上
機能構築と基準策定

✓継戦能力の強化
・ 作戦基盤の拡大と強靭化
・ 開発・調達の改革
・ 弾薬のライフサイクル管理
・ 事前集積の推進及び輸送力の強化

- システム等構築
- スタンドオフミサイル使用基準の策定

新たな戦い方への対応
統合、共同作戦の実効性向上

- AIの更なる活用による業務改善
- 組織編成の見直し

生産、調達、保管、運用、廃棄を一体的に管理
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主な提言と要旨（５）

➣人的施策改革
生涯設計に関する施策推進、人材確保の抜本的解決

✓ ６５歳雇用の制度化

✓ 入隊後優遇措置

✓ 退職後の安定した生活保証

✓ 民間委託の拡大

✓ 勤務形態の多様化

✓ 予備戦力の拡充

✓ 海外訓練における保険料の公費負担

- 医療費、保険、税の優遇
- 奨学金の減免等

有事における任務従事を前提とした拡大

- 予備自衛官等の充足向上
- 新たな予備戦力の検討

- 恩給、公務や大学等への優先枠
- 雇用企業に対する税制優遇等

生涯設計

人材確保
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主な提言と要旨（６）

➣防衛生産・技術基盤の強化等
防衛力の強化、防衛力を支える力の強化等

✓ 防衛産業戦略の策定
・ 政府、産業界、研究機関が一体となる体制構築
・ 政府がリードする防衛装備移転

✓ 関係団体の在り方検討
地位や役割の見直し

- 公的組織への再編
- 防衛省関係部局への人材派遣
- 自衛隊施設内への事務所設置

防衛力を支える力の更なる活用
組織の活性化
持続的で拡張性ある活動

国家安全保障政策との整合
安全保障協力の拡大



9

主な提言と要旨（７）

➣日米同盟の進化
✓ 拡大抑止の実効性向上
米国核計画への参加、「持ち込ませず」の見直し

✓ 日米共同作戦の実効性向上
・ 計画の具体化
・ 訓練の一体化
・ 指揮統制の連携

➣国際間協力の推進
✓ ２国間及び多国間協力の深化
✓ 台湾との関係構築

抑止と対応の強化

重層的な関係強化


